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科学衛星 GEOTAIL を初めとする近年の高精度な衛星観測によって頻繁に観測されている、宇宙プラズマ中に存
在する静電孤立波の計算機実験を行った。これまでの計算機実験により、静電孤立波は磁力線に沿って伝搬する電
子ビームと背景プラズマの相互作用によって形成される BGK モードと呼ばれる孤立したポテンシャルであること
が示されている。本計算機実験では、一次元ポテンシャルの周辺では磁界成分がほとんどないのに対して、二次元
ポテンシャルに伴って孤立した磁界成分が現れることがわかった。今後、これらの孤立した静電界、磁界成分の詳
しい解析を行うと共に、孤立ポテンシャルからの電磁波放射の可能性について研究する。 

 
 
科学衛星 GEOTAIL を初めとする近年の高精度な衛星観測によって頻繁に観測されている、宇宙プラズマ中に存

在する静電孤立波の計算機実験を行った。これまでの計算機実験により、静電孤立波は磁力線に沿って伝搬する電
子ビームと背景プラズマの相互作用によって形成される BGK モードと呼ばれる孤立したポテンシャルであること
が示されている。また、この磁場に平行方向に伝搬する孤立ポテンシャルと結合して、ホイスラー波、低域混成波
やイオンサイクロトロン波といった静電的な斜め伝搬モードが励起することが分かっている。一方、FAST 衛星に
よって磁場にバイポーラ状の平行成分の電場に伴って非常に弱い孤立した磁界成分が観測されている。本研究では、
これまでの静電粒子コードによる計算機実験を電磁粒子コードに拡張し、これらの孤立した静電界、磁界成分の研
究を行うと共に、孤立ポテンシャルからの電磁波放射の可能性について研究する。 

電子ビーム不安定性によって励起したポテンシャルは、互いに合体を繰り返し一次元的な孤立ポテンシャルを
形成する。電子ビームの先頭付近では一次元ポテンシャルが現れる一方、ポテンシャルの発生源では斜め伝搬モー
ドによって磁場に垂直方向に分断された二次元ポテンシャルが形成する。また本計算機実験では、一次元ポテン
シャルの周辺では磁界成分がほとんどないのに対して、二次元ポテンシャルに伴って孤立した磁界成分が現れるこ
とがわかった。今後、これらの孤立した静電界、磁界成分の詳しい解析を行うと共に、孤立ポテンシャルからの電
磁波放射の可能性について研究する。 


